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要旨：本研究では、指導教員より学級経営に熟達しているとして紹介を受け、校長からも研究対

象者として適任であるされた小学校教員５名にインタビュー調査を行い、対象者の「目指

す学級像」、「具現化のための手立てやそれによる子どもの変化」「課題とその克服」につ

いて整理・分析し、その根幹にある子供との関係性や子ども同士の関係性、集団形成など

において教師がもつべき見方や考え方を明らかにすることを研究の目的とする。本研究で

明らかとなった、学級担任が目指す学級像を実現し、学級経営を充実させるための促進要

因として、３つの視点を示す。第一に、明確なビジョンとしての目指す学級像を基に、

「子どもと共に学級を創る」意識である。第二に、教師と子どもの関係・子ども同士の関

係をつなげ、深めていくことが不可欠である。教師が適切な指導・助言を行いつつ、「子

どもとの上下でなく横並びで繋がる関係性」の構築である。第三に、「『自治』を重視した

学級づくり」であり、特別活動の指導のキーワードである意思決定や合意形成を基に学級

をつくっていくことが目指す学級像の実現に寄与する。 
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1 問題と目的 

不登校児童生徒数が 34 万人を超え[1]、また、

精神疾患等による教員の病気休職者が 6000 人を

超える[2]など、教育現場が抱えている課題は一層

深刻さを増している。増田・井上（2020）は、現

代の教育の状況や「学級がうまく機能しない状況」

（いわゆる「学級崩壊」）の実態を調査し、旧文部

省が 1998 年に発表した結果と比較している[3]。

それによると、調査対象者の半数を超える教員に

学級経営が困難になった経験があり、教員の指導

力に問題があると回答している。その割合は 1998

年度の約 43％から、2019 年度では約 73％へと増

加。また、「ここ数年間で、子どもの『荒れ』や指

導の疲れで退職した先生が自身の学校にいるか」

という質問に、「いる」と回答した教員は、1998 年

度の約 15％から 2019 年度では約 34％へと増加。

つまり、学級経営が困難だと感じる教員は増加し

ており、子どもとの信頼関係の下に集団を形成す

る指導の困難さが増していることを示している。

授業実践の基盤となる学級経営でこのような状

況に陥っていることは看過できない。 

 教育課題山積の時代のこれからの学校づくり

を考えるとき、学級経営の充実という視点は外す

ことはできない。教師と子どもや子ども同士が互

いを尊重し合う温かな人間関係のもと、よさや可

能性を発揮し合い、豊かな学びのある学校生活を

共につくり上げることができるような学級集団

にすることは、子どもの学校生活を充実させるだ

けでなく、教師の働きがいにもつながる。教員が

教職の魅力を実感しながら教職生活を円滑に送

ることは、諸課題の解決に不可欠なことである。 

 本研究では、学級経営を充実させるための促進

要因を明らかにし、教員が備える、あるいは留意

すべき視点等を明らかにすることを目的とする。 

 

2 方法 

（1）対象 

東京都公立小学校の教員５名 

 

（2）分析方法 

 佐藤(2008) [4]「事例-コード・マトリックス」を

参考にした。インタビューの音声データを逐語録

化し、対象者に内容の確認後、分析テーマに該当

する箇所の文章を意味内容別に小見出しを付け

た。その小見出しを比較・統合しながら更に抽象

度の高い言葉である「焦点的コード」に集約する

ため、コード同士の関係を整理した。 

 

3 結果 

（1）目指す学級像への思い 

A 教諭：子どもが「人と関わっていることが楽し

めている状態」が望ましいと考える A 教諭が目指

す学級像は、「子ども達同士で学び合う学級」 

B 教諭: 「子どもの幸せに少しでも役に立てるよ

うな教員でありたい」と願う B 教諭が目指す学級

像は、「子どもが幸せな学級」 

C 教諭:「子どもが軸になるような」子ども主体の

学校生活にしたいと考える C 教諭が目指す学級

像は、「自己選択・自己決定」による「自己実現」

と「他者からの承認」が両立する学級 

D 教諭:「学校は、自分が気持ちがいい、相手も気

持ちがいいが基本」だと考える D 教諭が目指す学

級像は、「広い場所に子ども達がいる」ような学級 

E 教諭: 「学級の主人公、中心って子どもじゃな

きゃいけない」と考えるE教諭が目指す学級像は、

「子ども達がありのままでいられる学級」 

 

（2）目指す学級像の実現に向けた取組 

表１ 目指す学級像を具現化する取組 

 
 



 
 

【学級担任としての基本的な姿勢】  

 子どもを見取るために、先入観をもたず、デー

タを取り入れるなど工夫している。また、自分に

しかない強みを生かし、子どものロールモデルと

なるよう、自分をさらけ出し、失敗も語る。さら

に、子どもを信頼し、責任をもたせ、任せる部分

をつくる。そして、失敗しても見守りながら、成

長を期待している。 

【子どもとの関係づくり】  

 教師の自己開示から子どもとの関係づくりを

始めている。また、子ども達一人ひとりと関係を

つくる工夫を日記などの取組でしている。さらに、

教師と子どもの関係を上下関係でなく、対等であ

ると考え、話合いなどを通して共に学級をつくっ

ている。 

【子どもが自ら育つ環境づくり】  

 伸びしろに目を向け、子ども達が前向きに向き

合えるようにする。また、子ども同士のつながり

をつくり、学び合いを活性化させる。そうした中

で、学級目標などの学級としての軸を共有してい

る。授業も子どもと共につくる意識をもち、常に

省察している。さらに、子ども同士が支え合う人

間関係を築き、学級活動などで自治を促している。 

【保護者の理解と協力を得る】 

 子どもの様子や学級担任としての思いや考え

を積極的に共有することで、保護者と学校の距離

を縮める。また、保護者の思いや願いを受け止め、

柔軟に対応する。さらに、子どもの頑張りやよさ

を具体的なエピソードで伝えるなど、その姿を通

してつながろうとしている。 

【チームで育てる】 

 担任する学級だけでなく、同学年の他学級を意

識して取組を行う。互いの学級を高め合えるよう、

理念や大切にしたいことを共有し、子どもの様子

や学習・活動について情報交換を行う。 
 
（3）目指す学校像を実現する上で、直面してき 

た課題とその克服について 

 学級担任として、これまでの教職経験の中で、

目指す学級像を実現する上において直面してき

課題とその克服について分析した。 

A 教諭：「課題」子どもの個性に合わせた指導・助

言。一人で抱え込む。「克服」多くの教員から情報

を収集する。複数で指導する。 

B 教諭:「課題」学年として子どもを育てること。

学年団での理念の共有。「克服」他学級での指導を

行い、手本を示し子どもを育てる。 

C 教諭:「課題」理念や取組に対しての保護者、周

りの教員の理解。「克服」丁寧な情報共有。思いや

願いを受け入れ、方法を変える。 

D 教諭:「課題」教育や諸課題についての学びの不

足。「克服」周りの教員から学ぶ。子どもから学ぶ。

研修制度を活用する。 

E 教諭:「課題」目指す学級像を子ども達と共有し、

一緒につくること。「克服」周りの教員から学ぶ。

子どもに求めたい姿を自分の言動で示す。 

 

4 考察 

 学級担任が目指す学級像を実現し、学級経営を

充実させるための促進要因として、三つの視点を

示す。第一に、「明確なビジョン」を基に、「子ど

もと共に学級を創る」意識である。第二に、「教師

と子どもの関係」「子ども同士の関係」をつなげ、

深めていくことが不可欠であり、教師が適切な指

導・助言を行いつつも、子どもと上下でなく横並

びでつながるような関係が望ましい。そして第三

に、「『自治』を重視した学級づくり」であり、特

別活動の指導のキーワードである意思決定や合

意形成を基に学級をつくっていくことが目指す

学級像の実現に寄与する。 
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